
資料紹介３．クラブ昇格申請理由 

１． クラブ昇格申請理由 

 同好会として発足してからはや 4 年半、仮部としても 2 年の月日が過ぎ、その間我々弓道部

は、他大学との定期戦を行う様になり夏季合宿、大会前の強化練習を積みかさね、時には教士

七段の先生を招いて全部員の型統一、的中の技術面の指導を受けてきました。しかし残念なが

ら完全な部でないため予算の面で師範をお願いすることもできず技術の進歩を拒まれている訳

です。 

又昨年からは全日本弓道連盟にも加盟を認められ関東甲信越学生弓道連盟にも私立校初の参

加が認められ同大会に出場して来ました。 

加盟校として対外的行事の当番校を行わなければならない立場にありながら仮部ですので他

の加盟校に大変迷惑をかけております。 

それゆえ仮部の域ではこれ以上の活動は出来ず又他の加盟校に頼っていくのも大変心苦しくな

って来ましたので、弓道部が 1 人前のクラブとして立派に対外的活動が行えるよう部昇格を申

請いたします。 

 

２． 現在までの活動状況 

昭和 36年 6月 23日 弓道同好会として 20 数名の有志で発足 

昭和 36年 10月 射場を第二製図室裏と決め学生部に申請 

昭和 36 年 11 月 同仮許可となる 

昭和 37年 1月 射場建設、練習開始 

昭和 37年 9月 江戸川弓道場に全員入会練習 

昭和 38年 4月 再度射場修理 

昭和 38年 8月 25日～31日 夏季合宿（箱根誠心館道場） 

昭和 38年 11月 四号館裏の空地使用許可願を提出 

昭和 38年 12月 同許可 

昭和 38年 12月 射場移転作業開始 

昭和 39年 4月 千葉県春期弓道大会参加（1 名入賞） 

昭和 39年 5月 昇段審査 4 名昇段（3 段 1 名、2 段 1 名、初段 2 名） 

昭和 39年 5月 県下国体選手壮行射会参加 

昭和 39年 6月 全日本学生弓道連盟に仮加盟 

昭和 39年 6月 13日 千葉大と合同練習 

昭和 39年 6月 21日 県下国体選手慰労射会参加 

昭和 39年 7月 1日～15日 全日本学生弓道大会のための強化練習 

昭和 39年 7月 12日 県下弓道選手権大会参加（2 名入賞） 

昭和 39年 7月 17日～19日 全日本学生弓道選手権大会出場（東京）個人戦 10 位入賞 

昭和 39年 8月 25日～31日 夏季合宿（安房弓道場）武蔵工大と練習試合 

昭和 39年 9月 23日 県下勤労射会参加 



昭和 39年 10月 1日 全日本学生弓道連盟及び関東甲信越学生弓道連盟に正式加盟 

昭和 39年 10月 18日 昇段審査８名昇段（３段１名、２段１名、初段６名） 

昭和 39年 11月 8日 県下秋期弓道大会参加（3 名入賞） 

昭和 40年 4月 10日～20日 四号館裏射場改築春期強化練習 

昭和 40年 5月 9日 昇段審査（7 名昇段）（2 段 2名、初段 5 名） 

昭和 40年 5月 30日 関東弓道選手権大会参加（4 位入賞） 

昭和 40年 6月 20日 第一回春期千葉大対千葉工大定期戦 

昭和 40年 6月 26日～7月 1 日 全国大会に備え安房弓道場にて合宿 

昭和 40年 7月 4日 国体県予選（2 名通過） 

昭和 40年 7月 7日～13日 強化練習（千葉県営武道館） 

昭和 40年 7月 16日～18日 全日本学生弓道選手権大会出場（大阪） 

昭和 40年 10月 14日～20日 関東甲信越大会に備え強化練習 

昭和 40年 10月 30日～31日 関東甲信越大会出場（新潟） 

昭和 40年 11月 7日 昇段審査（7 名昇段）（3 段 2名、2 段 2 名、初段 3 名） 

 

３． 部員内容 

 部員構成：4年 4名、3年 9名、2年 8名、1年 10名 （計 31名） 

 有段者：4段 1名、3段 5名、2段 6名、初段 10名  （計 22名）. 

                 弓道部 顧問 渡辺久藤 

                     部長 大西英輔 

                     主将 服部和弐 

 

・上記クラブ昇格申請原案は、井上 勝さんによれば、4回生が作成したものではないかとのこと。    

平成 25年（2013）年 10月 12日   井田 晃浄書 

 

＊昭和 39年 1月クラブ昇格を申請し仮部となる。 

＊昭和 40年 11月 クラブ昇格が認められた。 

＊昭和 40年 4月 22日 五百井仁学生部長名で射場建築許可。 

 ＊印の内容は、他の書類で確認。               井田 晃記 

 


